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三
十
年
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月
二
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九
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出

質

問
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四
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号

尊
い
命
が
失
わ
れ
た
カ
ン
ボ
ジ
ア
Ｐ
Ｋ
Ｏ
を
評
価
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検
証
し
、
未
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に
活
か
す
こ
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問
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書
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出

者
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尊
い
命
が
失
わ
れ
た
カ
ン
ボ
ジ
ア
Ｐ
Ｋ
Ｏ
を
評
価
、
検
証
し
、
未
来
の
政
策
に
活
か
す
こ
と
に
関
す
る
再
質
問

主
意
書

先
日
提
出
し
た
「
尊
い
命
が
失
わ
れ
た
カ
ン
ボ
ジ
ア
Ｐ
Ｋ
Ｏ
を
評
価
、
検
証
し
、
未
来
の
政
策
に
活
か
す
こ
と
に
関
す
る
質

問
主
意
書
」
（
平
成
三
十
年
六
月
七
日
提
出
、
質
問
第
三
六
三
号
）
（
以
下
「
前
回
主
意
書
」
と
い
う
。
）
に
対
し
て
、
答
弁

書
（
内
閣
衆
質
一
九
六
第
三
六
三
号
、
平
成
三
十
年
六
月
十
五
日
）
（
以
下
「
前
回
答
弁
書
」
と
い
う
。
）
を
い
た
だ
い
た
。

前
回
主
意
書
に
お
い
て
は
、
四
の
�
で
、
今
後
の
Ｐ
Ｋ
Ｏ
に
お
け
る
警
察
官
の
派
遣
の
可
能
性
に
つ
い
て
質
問
し
た
と
こ

ろ
、
前
回
答
弁
書
に
お
い
て
は
、
「
四
に
つ
い
て
」
で
、
Ｐ
Ｋ
Ｏ
参
加
に
関
す
る
一
般
論
の
よ
う
な
答
弁
し
か
い
た
だ
け
な

か
っ
た
。
前
回
主
意
書
は
、
�
田
晴
行
警
視
の
殉
職
を
無
駄
に
し
な
い
た
め
に
も
、
警
察
官
に
国
際
貢
献
、
海
外
派
遣
で
一
層

の
活
躍
の
場
を
与
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
と
い
う
意
図
を
持
っ
て
提
出
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
ま
ず
、
改
め
て
、
警
察

官
に
関
す
る
、
今
後
の
Ｐ
Ｋ
Ｏ
活
動
に
お
け
る
派
遣
の
可
能
性
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

一

今
後
の
Ｐ
Ｋ
Ｏ
活
動
に
お
け
る
警
察
官
の
派
遣
に
つ
い
て
の
、
政
府
の
基
本
的
な
考
え
方
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

二

カ
ン
ボ
ジ
ア
Ｐ
Ｋ
Ｏ
に
お
い
て
、
前
回
主
意
書
の
四
の
�
に
記
載
し
た
「
現
地
警
察
へ
の
教
育
」
、
例
え
ば
「
交
差
点
の

図
を
描
き
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
は
、
車
は
必
ず
右
側
通
行
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
伝
え
る
」
活
動
や
、
「
車
の
ブ
レ
ー

一



キ
痕
を
地
面
に
作
り
、
そ
れ
を
見
せ
な
が
ら
、
交
通
事
故
発
生
時
に
警
察
官
が
取
る
べ
き
措
置
に
つ
い
て
講
義
す
る
」
活
動

を
行
っ
た
こ
と
に
関
す
る
評
価
を
伺
い
た
い
。

三

本
書
（
前
回
主
意
書
に
お
け
る
「
本
書
」
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
お
い
て
は
、
本
来
の
任
務
で
あ
る
「
現
地
警
察
へ

の
助
言
・
指
導
・
監
視
」
の
他
に
、
「
政
党
事
務
所
の
警
戒
や
政
党
要
人
の
車
両
に
よ
る
帯
同
警
護
、
演
説
会
場
で
の
警
護

な
ど
」
や
「
刑
務
所
で
の
長
期
間
に
及
ぶ
夜
間
警
戒
勤
務
」
（
一
四
九
ペ
ー
ジ
）
、
「
検
問
業
務
」
（
一
五
〇
ペ
ー
ジ
）
、

「
国
境
監
視
活
動
」
（
一
五
一
ペ
ー
ジ
）
と
い
っ
た
業
務
も
行
う
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
更
に
は
、

「
逮
捕
権
の
行
使
」
を
求
め
ら
れ
、
「
あ
き
ら
か
な
Ｐ
Ｋ
Ｏ
協
力
法
違
反
」
で
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
対
応
に
窮
し
た
我
が
国

文
民
警
察
隊
の
山
�
裕
人
隊
長
が
、
「
閑
職
に
追
い
や
ら
れ
た
」
こ
と
も
記
載
さ
れ
て
い
る
（
一
五
四
ペ
ー
ジ
以
下
）
。
ま

た
、
政
府
は
、
平
成
五
年
十
一
月
に
発
表
し
た
「
カ
ン
ボ
デ
ィ
ア
国
際
平
和
協
力
業
務
の
実
施
の
結
果
」
に
お
い
て
、
「
時

と
し
て
、
地
方
の
Ｕ
Ｎ
Ｔ
Ａ
Ｃ
文
民
警
察
署
等
の
現
場
に
お
い
て
、
我
が
国
の
文
民
警
察
要
員
の
本
来
業
務
か
ら
み
て
疑
問

の
あ
る
指
示
等
が
行
わ
れ
て
い
る
例
も
見
ら
れ
た
」
と
言
及
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
政
府
が
、
Ｐ
Ｋ
Ｏ
協
力
法
に
抵
触
す
る

事
実
が
あ
っ
た
と
認
識
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
特
に
警
察
庁
は
�
田
警
視
殉
職
直
後
、
平
成
五
年
五
月
十
一
日
の
衆
議
院

地
方
行
政
委
員
会
で
、
当
時
の
城
内
康
光
長
官
が
「
警
護
活
動
そ
の
も
の
は
（
中
略
）
私
ど
も
と
し
て
は
そ
の
こ
と
は
法
律

二



で
書
い
て
あ
る
こ
と
で
は
読
め
な
い
と
い
う
ふ
う
に
理
解
を
し
て
お
る
と
こ
ろ
」
（
会
議
録
一
一
ペ
ー
ジ
）
と
答
弁
し
て
い

る
ほ
か
、
同
趣
旨
の
答
弁
が
衆
議
院
外
務
委
員
会
（
同
月
十
二
日
、
会
議
録
二
三
ペ
ー
ジ
）
、
同
内
閣
委
員
会
（
同
月
十
三

日
、
会
議
録
一
八
ペ
ー
ジ
）
な
ど
、
�
田
警
視
が
亡
く
な
っ
た
平
成
五
年
五
月
の
間
に
複
数
回
あ
り
、
想
定
さ
れ
た
業
務
か

ら
逸
脱
す
る
業
務
が
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

�

こ
こ
に
挙
げ
た
「
現
地
警
察
へ
の
助
言
・
指
導
・
監
視
」
以
外
の
業
務
、
即
ち
「
政
党
事
務
所
の
警
戒
や
政
党
要
人
の

車
両
に
よ
る
帯
同
警
護
、
演
説
会
場
で
の
警
護
な
ど
」
や
「
刑
務
所
で
の
長
期
間
に
及
ぶ
夜
間
警
戒
勤
務
」
、
「
検
問
業

務
」
、
「
国
境
監
視
活
動
」
、
「
逮
捕
権
の
行
使
」
は
、
現
在
の
Ｐ
Ｋ
Ｏ
協
力
法
（
国
際
連
合
平
和
維
持
活
動
等
に
対
す

る
協
力
に
関
す
る
法
律
、
平
成
四
年
法
律
第
七
十
九
号
）
の
下
に
お
い
て
、
警
察
官
が
行
う
こ
と
は
可
能
か
。
ま
た
、
自

衛
隊
員
又
は
警
察
官
以
外
の
文
民
な
ら
可
能
か
。
い
ず
れ
も
、
根
拠
を
明
ら
か
に
し
て
説
明
さ
れ
た
い
。

�

カ
ン
ボ
ジ
ア
Ｐ
Ｋ
Ｏ
に
お
け
る
警
察
官
の
任
務
が
、
「
現
地
警
察
へ
の
助
言
・
指
導
・
監
視
」
以
外
の
種
類
の
業
務
に

も
広
が
っ
た
、
あ
る
い
は
広
が
ろ
う
と
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
評
価
す
る
か
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

�

こ
の
よ
う
に
、
活
動
期
間
の
中
途
と
い
う
時
期
に
任
務
が
広
が
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
評
価
す
る
か
明
ら

か
に
さ
れ
た
い
。

三



�

�
又
は
�
に
お
い
て
、
消
極
的
あ
る
い
は
否
定
的
に
評
価
す
る
場
合
に
は
、
そ
れ
を
避
け
る
対
策
に
つ
い
て
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
か
も
御
教
示
願
い
た
い
。

四

本
書
に
よ
る
と
、
�
田
警
視
は
「
カ
ン
ボ
ジ
ア
派
遣
中
、
ほ
か
の
隊
員
た
ち
に
『
教
育
の
大
切
さ
』
を
こ
と
あ
る
ご
と
に

口
に
し
て
い
た
」
（
三
六
九
ペ
ー
ジ
）
と
い
う
。
�
田
警
視
の
遺
志
を
継
ぐ
た
め
に
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
現
地
に
は
、
タ
カ
タ

ハ
ル
ユ
キ
ス
ク
ー
ル
が
建
設
、
寄
贈
さ
れ
た
こ
と
は
前
回
主
意
書
で
も
指
摘
し
た
。
�
田
警
視
ら
、
文
民
警
察
官
の
本
来
の

任
務
は
「
現
地
警
察
へ
の
助
言
・
指
導
・
監
視
」
で
あ
り
、
そ
れ
は
ま
さ
に
、
内
戦
終
結
後
の
脆
弱
な
平
和
・
治
安
の
中

で
、
現
地
警
察
が
確
固
た
る
治
安
を
確
立
で
き
る
よ
う
、
日
本
の
警
察
が
、
現
地
の
警
察
を
「
教
育
」
す
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
た
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
実
際
、
文
民
警
察
隊
の
ア
ン
ピ
ル
班
は
、
自
発
的
に
ラ
ナ
リ
ッ
ト
派
の
警
察
官
を

集
め
て
、
「
ポ
リ
ス
・
ア
カ
デ
ミ
ー
」
を
開
講
し
て
様
々
な
指
導
に
当
た
り
、
�
田
警
視
も
防
犯
活
動
の
授
業
を
担
当
し

て
、
深
夜
ま
で
準
備
を
重
ね
て
、
教
壇
に
立
っ
て
い
た
と
い
う
（
本
書
三
七
五
ペ
ー
ジ
参
照
）
。

�

警
察
官
が
Ｐ
Ｋ
Ｏ
活
動
で
果
た
す
こ
と
が
で
き
る
役
割
に
は
、
様
々
な
も
の
が
あ
る
と
も
思
わ
れ
る
。
今
後
の
Ｐ
Ｋ
Ｏ

活
動
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
も
の
が
考
え
ら
れ
る
か
、
具
体
的
に
示
さ
れ
た
い
。

�

一
方
で
、
近
年
の
Ｐ
Ｋ
Ｏ
は
、
先
進
国
の
不
参
加
が
相
次
ぎ
、
近
隣
国
、
途
上
国
中
心
の
派
遣
と
な
っ
て
い
る
。
と
り

四



わ
け
、
Ｐ
Ｋ
Ｏ
に
参
加
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
日
当
、
つ
ま
り
は
外
貨
を
獲
得
す
る
こ
と
が
派
遣
の
目
的
と
な
っ

て
い
る
と
の
指
摘
も
あ
り
、
日
本
の
警
察
が
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
実
施
し
た
よ
う
な
Ｐ
Ｋ
Ｏ
の
教
育
的
機
能
が
失
わ
れ
つ
つ
あ

る
の
で
は
な
い
か
と
危
惧
し
て
い
る
。
政
府
は
、
現
在
の
Ｐ
Ｋ
Ｏ
が
「
国
造
り
」
と
い
う
観
点
で
教
育
的
機
能
を
果
た
し

て
い
る
と
考
え
る
か
、
見
解
を
問
う
。

�

�
の
よ
う
な
指
摘
と
と
も
に
、
Ｐ
Ｋ
Ｏ
そ
の
も
の
が
、
よ
り
リ
ス
ク
の
高
い
も
の
に
変
容
し
つ
つ
あ
る
中
で
、
日
本
の

警
察
が
国
際
社
会
で
果
た
す
べ
き
役
割
と
は
何
か
を
考
え
た
と
き
に
、
Ｐ
Ｋ
Ｏ
に
限
定
せ
ず
と
も
、
新
興
国
、
途
上
国
の

政
情
が
安
定
し
て
、
ま
さ
に
国
造
り
、
治
安
維
持
に
本
格
的
に
取
り
組
も
う
と
い
う
段
階
に
お
い
て
は
、
日
本
の
警
察

は
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
の
経
験
も
踏
ま
え
、
ま
さ
に
現
地
警
察
の
指
導
教
官
役
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

警
察
庁
は
、
独
自
の
国
際
貢
献
に
現
在
ど
の
よ
う
に
取
り
組
み
、
今
後
の
海
外
派
遣
に
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
か
、
現
状

と
今
後
の
方
針
を
問
う
。
日
本
の
警
察
な
ら
で
は
、
日
本
の
警
察
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
国
際
貢
献
、
海
外
派
遣
が
あ
れ

ば
、
具
体
的
に
述
べ
ら
れ
た
い
。

五

前
回
主
意
書
の
五
の
�
に
お
い
て
は
、
文
民
警
察
官
た
ち
が
保
管
し
て
き
た
記
録
、
映
像
な
ど
に
つ
い
て
、
五
の
�
に
お

い
て
は
文
民
警
察
隊
長
だ
っ
た
山
�
裕
人
氏
の
「
総
括
報
告
」
に
つ
い
て
、
今
後
の
取
扱
い
に
つ
い
て
質
問
し
た
と
こ
ろ
、

五



前
回
答
弁
書
で
は
、
い
ず
れ
も
「
今
後
、
取
得
す
る
こ
と
と
な
っ
た
場
合
に
は
、
公
文
書
等
の
管
理
に
関
す
る
法
律
等
の
関

係
法
令
の
規
定
に
基
づ
き
、
適
切
に
対
応
す
る
こ
と
と
な
る
も
の
と
考
え
て
い
る
」
と
の
旨
の
答
弁
を
い
た
だ
い
た
。
こ
れ

ら
の
記
録
等
は
い
ず
れ
も
、
歴
史
的
価
値
を
有
す
る
公
文
書
と
し
て
、
や
が
て
は
国
立
公
文
書
館
の
管
理
の
下
、
国
民
が
閲

覧
で
き
る
よ
う
に
す
べ
き
と
考
え
る
。
ま
た
、
政
府
を
は
じ
め
と
す
る
、
Ｐ
Ｋ
Ｏ
に
係
る
省
庁
や
関
係
者
は
、
こ
れ
ら
の
記

録
を
、
活
動
の
検
証
に
利
用
す
べ
き
で
あ
る
と
と
も
に
、
そ
こ
か
ら
教
訓
を
引
き
出
し
、
将
来
の
我
が
国
か
ら
の
Ｐ
Ｋ
Ｏ
要

員
の
派
遣
、
更
に
は
我
が
国
に
よ
る
途
上
国
へ
の
派
遣
支
援
の
際
に
役
立
て
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
。
前
回
答
弁
書
に
い

う
「
適
切
に
対
応
す
る
」
と
は
、
こ
の
よ
う
な
利
活
用
を
も
含
む
も
の
か
。
見
解
を
伺
い
た
い
。

六

最
後
に
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
現
状
に
つ
い
て
政
府
の
見
解
を
伺
う
。
前
回
主
意
書
で
も
申
し
上
げ
た
よ
う
に
、
二
十
五
年

前
、
日
本
を
含
む
多
く
の
国
が
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
国
造
り
を
支
援
し
、
ま
た
、
同
時
に
尊
い
命
が
失
わ
れ
る
事
態
と
な
っ
た
。

二
十
五
年
経
っ
た
今
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
は
選
挙
が
行
わ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
平
成
二
十
九
年
に
は
、
最

高
裁
の
決
定
に
よ
り
最
大
野
党
の
救
国
党
が
解
体
さ
れ
、
報
道
機
関
も
新
聞
の
発
行
停
止
や
ラ
ジ
オ
局
の
閉
鎖
に
追
い
込
ま

れ
る
な
ど
、
そ
の
選
挙
の
公
正
さ
に
疑
問
を
持
つ
声
が
多
く
上
が
り
、
選
挙
支
援
を
打
ち
切
る
国
々
が
出
て
き
て
い
る
。
ま

た
、
国
を
追
わ
れ
た
救
国
党
前
党
首
の
サ
ム
・
レ
ン
シ
ー
氏
は
朝
日
新
聞
の
単
独
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
（
平
成
三
十
年
四
月
十
二

六



日
）
に
対
し
て
、
野
党
不
在
の
ま
ま
選
挙
が
実
施
さ
れ
れ
ば
「
そ
れ
は
フ
ェ
イ
ク
選
挙
だ
」
、
与
党
人
民
党
が
制
し
て
も

「
政
権
に
正
当
性
は
な
い
」
と
述
べ
、
救
国
党
の
復
活
や
メ
デ
ィ
ア
の
活
動
再
開
な
ど
に
日
本
の
協
力
を
求
め
る
考
え
を
示

し
た
。
更
に
本
年
六
月
に
は
、
在
日
カ
ン
ボ
ジ
ア
人
ら
が
、
日
本
政
府
に
よ
る
選
挙
支
援
中
止
を
求
め
る
デ
モ
行
進
を
東
京

で
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
パ
リ
の
日
本
大
使
館
近
く
で
も
、
在
仏
カ
ン
ボ
ジ
ア
人
ら
に
よ
る
同
様
の
趣
旨
の
集
会
が
開
か
れ

て
い
る
。
政
府
は
こ
う
し
た
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
現
状
を
ど
の
よ
う
に
評
価
し
、
直
近
の
選
挙
を
含
め
て
、
今
後
カ
ン
ボ
ジ
ア
と

ど
の
よ
う
に
向
き
合
う
の
か
、
政
府
の
姿
勢
を
伺
い
た
い
。

結
び
に
、
前
回
主
意
書
と
本
主
意
書
が
、
日
本
の
今
後
の
国
際
貢
献
の
在
り
方
の
議
論
の
一
助
と
な
る
こ
と
を
望
み
、
ま

た
、
二
十
五
年
前
、
日
本
と
し
て
初
め
て
Ｐ
Ｋ
Ｏ
に
参
加
し
た
時
の
当
事
者
た
ち
の
経
験
と
残
さ
れ
た
教
訓
が
、
こ
れ
か
ら
の

日
本
に
と
っ
て
か
け
が
え
の
な
い
財
産
と
な
る
こ
と
を
願
い
た
い
。

右
質
問
す
る
。

七


